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子どもから 高齢者までの 衣料 品 や インテリ 

ア 、洋裁 服地 用品な どを 販売す る 日永 屋 

を 経営。 小学生の 社会 見学 や メディア 取材 

を 快く 引き受け、 商店街を 盛り上げ ている 


明治 元年 創業の 仏壇. 仏具. 墓石 店の 5 

代 目。 「私の ような 中間層が 少ない ので、 幅 

広い 世代の 人に 出店しても らい、 商店街を 

盛り上げて ほしい」 と 意気込む 


、し 


今では なかなか 手に入らない 上質な 半纏な 

どを 販売。 「三 八は 出会いの 場所。 地域には 

寺 町 フアン クラブ も あつて、 愛されて いる 商 

店 街 だと 感じます」 とほ ほ 笑む 


まな 取り組みを 進めて いきたいで 
す」 と 続けます。 

ここにし かない 雰囲気と 人情 
で、 多くの ファンを 持つ 寺 町 通り 
商店街。 12 月には、 大売り出し も予 
定 されて います ◦たくさんの 人が 
笑顔で 交流を 楽しめる 商店街で、 
年末の 買い物を 楽しんで みて はい 
かがで しよう か。 


名 古屋の ベッドタウン として 発 
展 し、 主要 道路 沿いには、 多くの 大 
型 量販店が 出店す る 桑 名 市 ◦寺 町 
通り 商店街 周辺は、 かつて 桑 名の 
中心地でした ◦真宗大谷派 別院 (桑 
名 別院) を 中心に 10 以上の 寺院が 
点在す るな ど、 昭和 初期には 門前 
町と して 発展 ◦最盛期には 南北 
2  60  メ ー トルの 中に 50 店舗 あっ 
たといい ます。 

「今な お、 多くの 店が 商売を 続け 
られ ている のは、 三 八 市を 残して 
くれた 先人の おかげで すね」 と 話 
すのは、 株式会社 日永 屋 代表 取締 
役の 佐 藤 博 之さん。 現在、 寺 町 通り 
商店街 振興 組合の 理事長を 務めて 

レ^ 

三 八 市が はじまっ たのは、 19 
53  (昭和 28 )年。戦後間もないこ 
ろ、 旧 多 度 町の 街道 沿いで 開催 さ 
れ ていた 朝市を 商店街で も 開こぅ 
と、 海津の 生産者 5 人に 依頼して 
野菜を 持っ てきても らい、 スタ^ 
卜 しました ◦「出店す る 農家さん た 
ちは、 自転車 いっぱいに 野菜を 乗 
せ、 中提を 走って 桑 名に 来て いた 
そぅです」 と 話す のは、 塩 良 呉服店 
の 渡 辺武久 さん。 「新鮮な 野菜が 安 
く 買える」 と、 評判は 広まっ ていっ 
たといい ます。 自転車に 乗る 量 だ 
けの 野菜は すぐに 売り切れ ◦渡船 
を 使って 野菜を 運んで いた こと も 
ありました。 

昔ながら の 温かい 商店街で 
盛んに 行われる 地域 交流 

正月を 除く 3 と 8 がつ く 日は、 


毎回 開催され ている 三 八 市。 月に 
6 回、 1 年間で 70 回 以上を 数え ま 
す。 現在は、 商店街の 35 店舗に 加え 
て、 生産者と 露店 商 約 50 軒が 参加。 
通りの 端から 端まで 余す ことなく 
商品が 並んで います。 

平均 5000 人、 多い 時では 1 
万 5000 人が 訪れる 人気の 朝 
市。 朝 9 時 ごろから にぎわいを 見 
せ、 10 時を 過ぎる とピー クを迎 
え、 11 時になる と 売り切れる 商品 
が 続出して います ◦「商店街 全体 
の 定休日で ある 月曜日で も、 三 八 
市の 日なら 店を 開けます ◦開催日 
が 固定され ている ので 覚え やす 
く、 通り 全体が ァ ー ヶ ー ドで 覆わ 
れ ている から 雨 も 気にならない の 
が、 地域に 定着して いる 理由 だと 
思います」 と 佐 藤さん。 三 八 市 限 
定 商品な どが 発売され たり、 新し 
い ジャンルの 店が 出店した りと、 
回を 重ねる たびに 魅力が 高まって 
います。 

現在は 海 律の 生産者の ほか、 桑 
名 市は もちろん、 四日 市 や 岐阜県 
などから も 出店 者が 集います。 祖 
父の 後を 受け継ぐ 海津 市の 後藤 ひ 
とみさん は、 「普段は 市場に 出荷し 
ている ため、 どこでも 買える のに 
わざわざ 来て くれる のが ぅれし 
い。 三 八 市の 出店は ストレス 解消 
になっ ていて、 とても 楽しいです」 
と 笑顔を みせます。 

また、 寺 町 通り 商店街では、 桑 名 
市 全ての 小学校の 社会 見学を 受け 
入れて います。 「これつ けと くわ」 
「100 円で いいよ」 など、 会話 か 
ら 生まれる おまけ や 値引きな ど 
は、 一般的な 商業 施設では 見られ 
ない 貴重な 光景。 会話を 楽しみな 


がら 商品を 購入で きる 商店街の 魅 
力を 伝えて います。 

不易 流行の 考えで 
常に にぎわう 商店街へ 

朝市 終了後には 一気に 静かな 商 
店 街に 戻って しまう 寺 町 通り 商店 
街 ◦振興 組合では、 新しい 風を 吹き 
込もうと、 10 年 前から さまざまな 
活動に 取り組んで きました。 

60 歳 以上を 対象と した ふれあい 

ヵ ー ドは、 商店街の 各店で サ ー ビ 

スが 受けられる もので、 現在 

3000 人 以上が 利用して いま 

す。 

若い ファミリ ー 層に 商店街の 魅 

力を 伝えょうと 始まつ たのが、 

楽 市。 室町 時代に 商人たち が 開い 

た 「十 楽の 津」 と 呼ばれる 自由 湊に 

ちなん で 命名され た ィベントは、 

毎月 第 3 日曜に 開催して います。 

親子を 対象と した マル シヱ やワ ー 

ク ショップ、 大道芸、 夜市な どを 開 

催し、 毎回 1000 人 以上を 集 客。 

「社会 見学で 来て くれた 小学生が、 

親に 商店街の 魅力を 伝えて くれて 

います。 高齢者 だけでなく、 子ども 

たち も 楽しめる 商店街に なつて い 

ます」 

「商店街が 続いて いるのは、 各店 

に お客さんが 付いている 証明。 全 

国には SNS や 食べ歩き などで、 

かつてょりも にぎわう 商店街が あ 

ります。 商店街の 魅力を 多くの 人 

にどん どん 広めて いきたい」 と 話 


